
　

9
月
26
日
、
市
議
会
定
例
会
で

同
意
を
得
て
、
豊
岡
市
教
育
委
員

会
委
員
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残

任
期
間（
平
成
29
年
5
月
16
日
ま

で
）で
す
。

　

9
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て

日
本
を
縦
断
し
た
台
風
18
号
は
、

京
都
府
を
中
心
に
、
日
本
列
島
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
隣
接
す
る
福
知
山
市

や
由
良
川
流
域
の
災
害
支
援
を
検

討
す
る
た
め
、
17
日
に
本
市
職
員

を
現
地
に
送
り
、
被
害
状
況
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
受

け
て
、
福
知
山
市
に
災
害
支
援
を

申
し
出
ま
し
た
。

　

同
日
、
福
知
山
市
か
ら
災
害
派

遣
要
請
を
受
け
、
翌
18
日
か
ら
市

職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
現
地
で

は
、
災
害
廃
棄
物
を
、
重
機
や
人

力
で
分
別
し
な
が
ら
ダ
ン
プ
カ
ー

に
積
み
込
み
、
福
知
山
市
か
ら
指

定
さ
れ
た
災
害
廃
棄
物
仮
置
き
場

に
運
搬
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

支
援
は
23
日
ま
で
実
施
し
、
延
べ

66
人
の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
直
後
、
当
該

自
治
体
に
は
種
々
の
支
援
を
要
請

す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市

は
、
平
成
16
年
の
台
風
23
号
の
経

験
に
よ
り
、
こ
ち
ら
か
ら
迅
速
に

災
害
派
遣
を
し
、
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
22
日
、城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
プ
レ
事
業「
地
域
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
│
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
と『
小
さ
な
世
界
都
市
』」

を
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま

し
た
。
第
1
部
は
、
前
文
化
庁
長

官　

近
藤
誠
一
さ
ん
の
基
調
講
演
、

第
2
部
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
藤
さ
ん
は「
富
士
山
は
芸
術
の

源
泉
。文
化
遺
産
と
し
て
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。外
国
の
方
の
日
本

理
解
に
最
も
効
果
的
な
の
は
来
て
も

ら
う
こ
と
で
あ
り
、城
崎
国
際
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
行
う
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス（
芸
術
家

が
ま
ち
に
滞
在
し
な
が
ら
新
し
い

作
品
を
つ
く
る
活
動
と
そ
の
活
動

を
支
援
す
る
制
度
）の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、「
舞
台
芸
術
系
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
で
は
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
国
内
で
最
大
規
模
。
温
泉

が
あ
る
こ
と
も
強
み
」「
海
外
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
、
帰
国
後
、
作
品
を

発
表
す
る
。
城
崎
も
紹
介
さ
れ
、

成
果
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ

る
」な
ど
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
劇
作
家
の
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

演
劇
祭
の
作
品
を
城
崎
で
初
演
す

る
と
話
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
日
午
後
5
時
か
ら

と
午
後
8
時
か
ら
の
2
回
、
城
崎

温
泉
の
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で「
ダ
ン
サ
ー
を
探
せ
!! 
in 

城
崎
温
泉
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
と
但

馬
地
域
か
ら
集
ま
っ
た「
紛
れ
ダ

ン
サ
ー
」の
87
人
が
出
演
し
、
観

光
客
ら
約
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
プ
レ
事
業「
地
域
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
ダ
ン
サ
ー
を
探
せ
‼ 

in 

城
崎
温
泉
」を
開
催

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
9
月
】

16
日
・
豊
岡
市（
城
崎
地
域
、
但

東
地
域
）災
害
警
戒
本
部

設
置
・
同
日
廃
止

18
日
・
福
知
山
市
へ
災
害
派
遣（
〜

23
日
）

25
日
・
国
民
体
育
大
会
・
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
本

市
出
身
選
手
激
励
会
・
報

告
会

　
　

・
東
京
大
学
豊
岡
実
習（
〜

28
日
）

27
日
・
第
1
回
市
立
森
本
中
学
校

統
合
検
討
委
員
会

28
日
・
韓
国
・
環
境
財
団「
子
ど

も
環
境
セ
ン
タ
ー
」来
訪

30
日
・
日
本
劇
作
家
大
会
2
0
1 

4
豊
岡
大
会
実
行
委
員
会

設
立

【
10
月
】

2
日
・
新
庁
舎
竣
工
記
念
イ
ベ
ン

ト
募
集（
〜
24
日
）

3
日
・
戦
没
者
追
悼
式

4
日
・
第
1
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
検
証
委
員
会

　
　

・
2
0
1
3
モ
ン
ゴ
ル
国
研

修
生
来
訪（
〜
9
日
）

7
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
地

場
ソ
ー
ラ
ー
安
全
祈
願
祭

9
日
・
国
道
4
8
2
号
鶴
岡
橋
開

通
式

　
　

・
京
丹
後
市
・
豊
岡
市
合
同

会
議

▲城崎温泉街のあちこち
にダンサーの姿

▲宮
みや

嶋
じま

珠
たま

美
み ▲福知山市で災害廃棄物の収集作業を

行う本市派遣職員

新
た
に
任
命
さ
れ
た
教
育
委
員

（
敬
称
略
）

〜
必
要
な
支
援
を
迅
速
に
行
う
〜

台
風
18
号
の
被
災
地・福
知
山
市
に
災
害
派
遣
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10
月
3
日
、
戦
没
者
追
悼
式
が

あ
り
ま
し
た
。

　

あ
の
戦
争
で
4
0
8
9
人
の
豊

岡
出
身
者
が
兵
士
と
し
て
異
国
の

地
で
命
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
戦

争
が
終
わ
っ
て
か
ら
68
年
。
人
は

忘
れ
る
生
き
物
で
あ
り
、
忘
却
は

苦
し
み
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
。

　

一
昨
年
の
大
災
害
の
被
災
地
か

ら
一
貫
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、「
ど
う
か
私
た
ち
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」と
い
う
も
の

で
す
。
諸
霊
や
ご
遺
族
か
ら
も
、

同
じ
お
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

数
百
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
強
制

収
容
所
へ
送
っ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
が
語
っ
た
と
さ

れ
る
言
葉
。「
一
人
の
死
は
悲
劇
だ

が
、
集
団
の
死
は
統
計
上
の
数
字

に
過
ぎ
な
い
」。

　

戦
慄
を
覚
え
ま
す
。
戦
没
者
は
、

統
計
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
お

一
人
お
一
人
に
名
前
が
あ
り
、
お

一
人
お
一
人
に
人
生
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
に
命
へ
の
共
感
を

持
っ
て
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
。
昨

年
制
定
し
た「
い
の
ち
へ
の
共
感

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
」が

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
ま

さ
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

　

1
9
9
4
年
初
夏
、
野
生
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
探
す
シ
ベ
リ
ア
へ
の

旅
の
終
わ
り
に
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

郊
外
に
あ
る
日
本
人
墓
地
を
訪
ね

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

故
郷
や
家
族
か
ら
遠
く
切
り
離

さ
れ
て
、
ロ
シ
ア
極
東
の
片
隅
で

さ
わ
さ
わ
と
揺
れ
る
木
々
の
下
に

ひ
っ
そ
り
と
眠
る
人
々
。
一
人
一

人
の
名
前
が
刻
み
込
ま
れ
た
墓
。

そ
し
て
、
今
な
お
名
前
の
記
さ
れ

て
い
な
い
墓
石
。
花
を
手
に
そ
の

前
に
立
っ
た
と
き
の
、
あ
の
凍
り

つ
い
た
瞬
間
を
私
は
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
の
長
女
は
、
鳥
取
の
病
院
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
逆
子
と
破
水
が

重
な
り
、
真
夜
中
、
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
だ
め
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

知
ら
せ
に
、
私
の
両
親
、
4
歳
の

長
男
と
一
緒
に
豊
岡
か
ら
走
り
ま

し
た
。
着
く
と
、
医
師
が
状
況
を

妻
の
両
親
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

「
結
論
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」と

叫
ぶ
私
に
、「
無
事
に
生
ま
れ
た
」

と
い
う
声
。
へ
な
へ
な
と
し
た
こ

と
を
な
ぜ
か
思
い
出
し
ま
す
。

　

市
は
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
を

重
点
事
業
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
国
内
外
の
旅
行
業

界
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る「
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
2
0
1
3
」（
9
月
12

日
〜
15
日
）に
参
加
し
ま
し
た
。

　

旅
博
で
は
、
兵
庫
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
や
姫
路
市
、
明
石
市
と
共
同

出
展
し
て
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
の
国
・
地
域（
ア
メ
リ

カ
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ

タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
香
港
・
中
国
）

と
商
談
を
行
い
、
城
崎
温
泉
な
ど

豊
岡
市
の
商
品
価
値
は
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
関
連
会
社
に
は
、
城

崎
温
泉
の
魅
力
や
本
市
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
取
組
み
情
報
を
発
信
し
、

今
後
も
情
報
提
供
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
玄
さ
ん
」も

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、

本
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

9
月
30
日
、
平
成
26
年
6
月

に
開
催
す
る「
日
本
劇
作
家
大
会

2
0
1
4
豊
岡
大
会
」の
実
行
委

員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

日
本
劇
作
家
大
会
と
は
、
劇
作

家
を
は
じ
め
、
俳
優
や
演
出
家
な

ど
の
演
劇
人
、
映
画
・
テ
レ
ビ
の

ジ
ャ
ン
ル
か
ら
も
ゲ
ス
ト
を
迎
え

て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
・
講
座
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
中
心
と

す
る
市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

会
期
中
は
、
劇
作
や
舞
台
芸
術

に
関
す
る
テ
ー
マ
を
扱
い
な
が
ら
、

市
内
外
の
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が

参
加
で
き
る
企
画
が
数
多
く
展
開

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、
日
本
劇
作
家

協
会
や
兵
庫
県
、
地
元
団
体
代
表

者
、
市
な
ど
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
長
に
就
任
し
た
中
貝

市
長
は
、「
芸
術
文
化
の
可
能
性
は
、

人
々
の
心
に
直
接
働
き
か
け
る
と
い

う
こ
と
、制
作
者
・
演
技
者
が
表
現

す
る
過
程
を
通
し
て
生
き
る
力
を

得
ら
れ
る
こ
と
、
ま
ち
が
元
気
に

な
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
ち
を
挙
げ

て
芸
術
家
を
応
援
し
、
滞
在
し
た

〜
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、出
石
永
楽
館
、豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
な
ど
が
会
場
に
〜

日
本
劇
作
家
大
会
実
行
委
員
会
設
立

〜
豊
岡
を
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
〜

東
京
で
開
催
さ
れ
た
Ｊジ

ャ

タ

Ａ
Ｔ
Ａ
旅た

び

博は
く

２
０
１
３
に
参
加

命
へ
の
共
感

72
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芸
術
家
が
各
地
で
活
躍
す
る
こ
と

で
、
ま
た
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る
」

と
大
会
へ
の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
委
員
長
の
日
本
劇
作

家
協
会
会
長
の
坂
手
洋
二
さ
ん

は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
話
が
お
も

し
ろ
い
の
は
、
そ
れ
が
歴
史
・
人

と
つ
な
が
り
、
豊
岡
が
何
を
つ
く

っ
て
い
る
の
か
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
滞
在
型
の
演
劇

祭
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ

る
。
豊
岡
も
日
本
に
例
が
な
い
よ

う
な
こ
と
を
示
せ
る
場
に
な
れ
ば

よ
い
」と
話
し
ま
し
た
。
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